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は
じ
め
に

古
代
山
城
を
考
古
学
的
側
面
か
ら
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
要
素
の
一

つ
は「
水
」で
あ
る
と
考
え
る
。
水
は
、古
代
山
城
を
運
営
・
維
持
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
不
可
欠
で
あ
っ
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。
水
を
た
め
る
こ
と
よ
り
に
、

生
活
用
水
や
防
火
用
水
な
ど
と
い
っ
た
山
城
の
運
営
・
維
持
に
活
用
で
き
る
。

一
方
で
、
石
垣
構
築
の
際
や
雨
水
や
谷
水
な
ど
に
よ
っ
て
、
た
ま
っ
て
し
ま
う

水
、
さ
ら
に
は
城
内
に
流
れ
る
河
川
の
水
な
ど
は
、
排
水
を
通
し
て
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
本
稿
で
は
、
古
代
山
城
を
運
営
・
維
持
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
水
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
を
行
っ
て
い
た
か
を
探
る
た
め

に
、「
水
門
構
造
」
（
一
）
に
着
目
す
る
。
日
本
の
古
代
山
城
だ
け
は
な
く
、
韓
国

に
所
在
す
る
山
城
も
対
象
に
し
て
、
比
較
・
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
鞠
智

城
跡
に
つ
い
て
、「
水
門
構
造
」
と
い
う
考
古
学
的
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
見
解
に
一
歩
で
も
せ
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
．
研
究
史
と
問
題
の
所
在

（
一
）
研
究
史

①
鞠
智
城
に
関
す
る
考
古
学
研
究

こ
れ
ま
で
、
鞠
智
城
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
か
ら
の

研
究
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、紙
数
の
関
係
も
あ
り
、大
き
く
「
遺

構
」
と
「
遺
物
」
を
テ
ー
マ
に
分
け
、
各
々
の
研
究
の
流
れ
を
整
理
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
鞠
智
城
に
関
す
る
考
古
学
研
究
に
お
け
る
対
象
資
料
は
、
大
き

く
「
遺
物
」
と
「
遺
構
」
の
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。「
遺
物
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
、
鞠
智
城
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
や
瓦
な
ど
を
中
心
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
分
析
を
も
と
に
、
年
代
的
位
置
づ
け
（
編
年
）
や
、
ど
こ
で
つ

く
ら
れ
た
も
の
か
、
も
し
く
は
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
（
生
産
・

消
費
）
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

一
方
で
、「
遺
構
」
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、

城
壁
を
構
成
し
て
い
る
土
塁
や
石
塁
、
石
積
の
状
況
、
ま
た
は
城
を
構
成
す
る

建
物
址
や
城
門
構
造
な
ど
を
対
象
と
し
て
い
る
。
分
析
に
つ
い
て
は
、
主
に
朝

鮮
式
山
城
や
神
籠
石
系
山
城
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、共
通
性
や
独
自
性
（
個

性
）
な
ど
が
把
握
さ
れ
て
き
た
。

今
回
、
対
象
と
す
る
「
水
門
構
造
」
は
、
こ
の
遺
構
に
関
す
る
研
究
に
該
当

す
る
。
次
に
「
水
門
構
造
」
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
る
こ

と
と
す
る
。

②
水
門
構
造
に
関
す
る
研
究
略
史

水
門
構
造
に
つ
い
て
、
日
韓
に
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
研
究
動
向
を
確
認
す
る

主
税　

英
徳　
　

　

日
韓
古
代
山
城
の
水
門
構
造
か
ら
み
た
鞠
智
城
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こ
と
で
、
そ
の
現
状
を
把
握
す
る
。

ま
ず
、
日
本
で
は
、
い
く
つ
か
の
古
代
山
城
に
お
い
て
、
水
門
構
造
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
各
々
の
調
査
報
告
書
を
中
心
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
他
の
山
城
と

比
較
さ
れ
、
各
山
城
に
お
け
る
水
門
構
造
の
特
徴
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い（
大
平
村
教
育
委
員
会
二
〇
〇
三
な
ど
）。
ま
た
、第
５
回
古
代
山
城
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
際
に
は
、
山
城
が
所
在
す
る
各
自
治
体
の
協
力
の
も
と
、
日
本
古
代

山
城
の
水
門
構
造
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
が
集
成
さ
れ
て
い
る
（
基
肄
城
築

造
一
三
五
〇
年
実
行
委
員
会
二
〇
一
五
）。

日
本
の
古
代
山
城
の
水
門
構
造
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
近
年
、
南
氏
に

よ
っ
て
、
水
門
構
造
に
関
わ
る
石
積
遺
構
を
対
象
と
し
て
、
朝
鮮
式
山
城
と
神

籠
石
系
山
城
の
各
々
の
類
例
を
比
較
・
検
討
を
行
い
、
そ
の
特
徴
性
や
共
通
性

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
南
二
〇
一
五
、二
〇
一
六
）

一
方
、
韓
国
で
は
、
集
水
施
設
や
用
水
施
設
、
貯
水
施
設
な
ど
の
山
城
に
お

け
る
水
関
連
施
設
の
一
つ
と
し
て
、水
門
構
造
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
グ
ォ

ン
・
ス
ン
ガ
ン
ほ
か
二
〇
一
一
）。
ま
た
、
排
水
口
（
水
口
）
を
対
象
と
し
て
、

各
地
域
の
特
徴
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
も
み
ら
れ
る
（
ソ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ョ

ン
二
〇
一
七
）。

先
駆
的
に
、
日
韓
の
古
代
山
城
を
対
象
に
し
た
研
究
、
特
に
水
門

構
造
に
つ
い
て
は
、
亀
田
氏
が
比
較
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
（
亀
田

一
九
九
五
、二
〇
〇
二
）。
山
城
に
設
置
さ
れ
た
排
水
口
（
水
門
）
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
設
置
さ
れ
て
い
る
高
さ
を
基
準
に
し
、
①
地
面
に
接
す
る
も
の
、
②

地
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
い
も
の
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
、
③
下
か
ら
見
上

げ
る
よ
う
な
二
メ
ー
ト
ル
を
越
す
よ
う
な
も
の
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
に
分
類
し

て
い
る
。
ま
た
、
主
に
後
者
二
者
の
な
か
に
、
排
水
口
の
床
面
の
最
前
部
の
石

が
舌
状
に
城
壁
の
外
面
よ
り
少
し
突
出
し
た
も
の
と
、
そ
の
ま
ま
城
壁
の
面
に

排
水
を
流
す
も
の
の
２
種
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
構
造

の
分
布
に
つ
い
て
も
、
②
地
山
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
も
の
は
、
百
済
の

東
に
接
す
る
忠
清
北
道
か
ら
東
の
地
域
に
あ
り
、
③
地
山
か
ら
見
上
げ
る
よ
う

な
高
さ
の
も
の
は
、
百
済
と
新
羅
（
加
耶
）
の
国
境
近
く
の
忠
清
北
道
に
分
布

す
る
と
言
及
し
て
い
る
（
亀
田
一
九
九
五
）。

（
二
）
問
題
の
所
在

こ
れ
ま
で
の
古
代
山
城
を
対
象
と
し
た
考
古
学
的
研
究
に
お
い
て
、
石
垣
の

構
築
技
術
や
門
に
関
す
る
諸
要
素
な
ど
に
対
し
て
は
、
比
較
的
多
く
の
検
討
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、「
水
門
構
造
」
に
関
す
る
研
究
は
多
い
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。
鞠
智
城
に
関
す
る
研
究
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
古
代
山
城
に

加
え
、
近
年
調
査
が
進
ん
で
い
る
韓
国
の
山
城
も
対
象
と
し
て
、
水
門
構
造
か

ら
み
た
鞠
智
城
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
そ
の
上
で
、
古
代
山
城
に
お

い
て
重
要
と
も
い
え
る
「
水
」
に
つ
い
て
、当
時
の
人
が
如
何
な
る
技
術
を
も
っ

て
、
挑
ん
で
い
た
か
を
垣
間
見
た
い
。

二
．
対
象
資
料
と
方
法

（
一
）
対
象
資
料

対
象
資
料
は
、
日
韓
の
古
代
山
城
に
お
い
て
水
門
構
造
を
も
つ
古
代
山
城
で

あ
る
（
第
一
図
）。
破
損
等
に
よ
り
、
残
存
状
況
が
よ
く
な
く
、
詳
細
が
よ
く

分
か
ら
な
い
も
の
な
ど
は
、
対
象
資
料
よ
り
除
外
し
て
い
る
。
対
象
資
料
の

選
定
に
つ
い
て
、
日
本
の
も
の
は
、
基
肄
城
築
造
一
三
五
〇
年
実
行
委
員
会

二
〇
一
五
、
韓
国
の
も
の
は
、
ソ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ョ
ン
二
〇
一
七
な
ど
を
資
料
や

論
文
な
ど
を
参
考
に
し
た
。



45

 

25

12

3
4

5

678
9

10
11

12
13

14

15

16

17

18 19

2021 22
23

24
26

17 仁川桂陽山城 1 大廻小廻山城
18 利川雪峰山城 2 鬼城山
19 寧越正陽山城 3 讃岐城山
20 忠州忠州山城 4 石城山神籠石
21 清州父母山城 5 唐原山城
22 報恩三年山城 6 御所ヶ谷神籠石
23 清原攘城山城 7 鹿毛馬神籠石
24 光陽馬老山城 8 大野城跡
25 順天剣丹山城 9 基肄城跡
26 咸安城山山城 10 雷山神籠石

11 杷木神籠石
12 高良山神籠石
13 女山神籠石
14 おつぼ山神籠石
15 鞠智城跡
16 金田城跡

【日本】【韓国】

第１図　対象遺跡分布図
第１図　対象遺跡分布図
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第２図　鞠智城全体図（○で囲んだ部分が池ノ門跡）（1/6000）

（熊本県教育委員会 2012 より一部改変・転載）
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第３図　池ノ尾門跡周辺地形図（1/1000）、池ノ門跡調査区平面図（1/250）

（熊本県教育委員会 2012 より転載）
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結
果
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
山
城
計
十
六
箇
所
、
韓
国
の
山
城
計
十
箇
所
、

合
計
二
十
六
箇
所
の
山
城
を
対
象
と
す
る
（
二
）
。
排
水
口
の
数
と
し
て
は
、
日

本
四
十
二
箇
所
、
韓
国
二
十
一
箇
所
、
計
六
十
三
箇
所
の
遺
構
に
な
る
。

（
二
）
鞠
智
城
に
お
け
る
水
門
構
造
～
池
ノ
尾
門
跡
～

鞠
智
城
に
お
け
る
水
門
構
造
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
在
ま
で
の

調
査
に
お
い
て
、
水
門
構
造
が
確
認
さ
れ
た
場
所
は
、
池
ノ
尾
門
跡
で
あ
る
。

池
ノ
門
跡
は
、
鞠
智
城
の
南
西
部
に
位
置
し
て
お
り
（
第
二
図
）、
北
西
方
向

に
開
く
谷
に
あ
た
る
（
第
三
図
上
）。
こ
れ
ま
で
の
池
ノ
門
跡
の
発
掘
調
査
は
、

現
在
ま
で
第
一
調
査
（
昭
和
四
十
二
年
度
）、
第
二
十
六
・
二
十
七
次
調
査
（
平

成
十
六
・
十
七
年
度
）、
第
三
十
次
調
査
（
平
成
二
十
年
度
）、
第
三
十
二
次
調

査
（
平
成
二
十
二
年
度
）
の
計
五
次
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
教

育
委
員
会
一
九
八
三
、
歴
史
公
園
鞠
智
城
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
）。

池
ノ
尾
門
跡
の
水
門
構
造
に
つ
い
て
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
を
も

と
に
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

通
水
溝
は
、
南
東
か
ら
北
西
に
か
け
て
石
塁
に
直
交
し
て
い
る
暗
渠
状
の
通

水
路
で
あ
る
（
第
三
図
下
）。
取
水
口
は
、
谷
の
中
央
部
付
近
に
設
置
さ
れ
て

い
た
が
、
後
世
の
改
変
に
よ
り
、
排
水
口
は
未
検
出
で
あ
る
。
蓋
石
は
推
定
を

含
め
合
計
で
十
七
個
が
現
存
し
て
い
た
。
全
長
は
、
石
塁
の
基
底
石
列
の
延
長

ラ
イ
ン
と
通
水
溝
の
延
長
ラ
イ
ン
が
交
わ
る
と
こ
ろ
に
排
水
口
が
あ
っ
た
と
想

定
し
た
場
合
、約
十
六
メ
ー
ト
ル
の
規
模
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

取
水
口
手
前
の
部
分
に
は
、
導
水
の
た
め
の
溝
で
あ
る
導
水
溝
も
検
出
さ
れ

て
い
る
。
導
水
溝
は
、
底
幅
七
十
～
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
断
面
逆
台
形
状
を
な
す
溝
で
、
蓋
石
を
置
か
ず
開
渠
状
を
呈

し
て
い
る
（
第
四
図
）。
ま
た
、
導
水
溝
付
近
に
お
い
て
は
、
水
の
滞
留
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
池
状
落
ち
込
み
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
山
口
氏
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
も
と
に
し
て
、
池

ノ
門
跡
城
門
の
復
元
が
な
さ
れ
て
い
る
（
第
五
図
）。

（
三
）
方
法

　

日
韓
の
古
代
山
城
に
お
け
る
水
門
構
造
を
対
象
と
し
て
、
排
水
口
の
高
さ

の
位
置
や
排
水
口
の
規
模
・
形
状
、
水
門
構
造
の
立
地
な
ど
の
各
属
性
を
取
り

上
げ
、
比
較
も
行
う
。
そ
の
上
で
、
各
山
城
と
の
類
似
点
や
差
異
点
な
ど
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鞠
智
城
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

三
．
分
析
と
そ
の
結
果

（
１
）
排
水
口
の
高
さ
に
つ
い
て

第４図　池ノ尾門跡　導水溝平面・断面図（1/100）
（熊本県教育委員会 2012 より転載）
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先
述
し
た
が
、
亀
田
氏
に
よ
っ
て
、
排
水
口
の
高
さ
に
着
目
し
た
分
類
が
行

わ
れ
て
い
る（
亀
田
一
九
九
五
、二
〇
〇
二
）。
こ
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

石
垣
上
に
構
築
さ
れ
た
排
水
口
が
石
垣
上
に
構
築
さ
れ
た
高
さ
に
よ
る
分
類
を

行
う
。
分
類
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
類
：
石
垣
の
最
下
部
に
あ
る
も
の
（
地
面
や
地
山
に
直
接
、
あ
る
い
は
数

　
　
　
　

段
の
石
垣
に
構
築
）

Ｂ
類
：
石
垣
下
部
～
中
部
（
地
面
よ
り
１
～
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
構
築
）

Ｃ
類
：
石
垣
上
部
～
最
上
部

対
象
資
料
の
う
ち
、
排
水
高
さ
の
位
置
を
確
認
で
き
た
も
の
は
、
日
本
計

三
十
三
箇
所
、
韓
国
二
十
一
箇
所
、
計
五
十
四
箇
所
の
遺
構
で
あ
る
。

分
析
結
果
は
第
六
図
の
よ
う
に
な
り
、
日
韓
で
差
異
が
み
ら
れ
た
。
日
本
の

古
代
山
城
で
は
、
Ａ
類
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
鞠
智
城
・
池

ノ
尾
門
跡
も
こ
の
Ａ
類
に
属
す
る
。

一
方
で
、
韓
国
の
山
城
で
は
、
Ｂ
類
が
多
い
。
Ｂ
類
が
多
か
っ
た
要
因
と
し

て
は
、
今
回
対
象
と
し
た
資
料
が
、
図
ら
ず
も
偏
向
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え

第５図　池ノ尾門跡の城門復元 AR 画像（山口 2017 より転載）

第６図　日韓における排水口高さ

　　による各分類の比率
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排水口

第７図　同石垣上に複数のＢ類をもつ韓国の山城の例（1/100）
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ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
対
象
資
料
を
蓄
積
し
、
再
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
現
状
で
、
Ｂ
類
は
、
忠
州
忠
州
山
城
や
報
恩
三
年
山
城
の
よ

う
に
排
水
口
を
一
つ
だ
け
も
つ
も
の
も
あ
る
が
、
同
石
垣
上
に
複
数
の
排
水
口

を
持
つ
も
の
も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
寧
越
正
陽
山
城
、
光
陽
馬
老
山
城
、

順
天
剣
丹
山
城
の
よ
う
に
、
Ｂ
類
の
み
を
複
数
設
置
し
て
い
る
（
第
七
図
）。

Ｃ
類
は
、
日
韓
と
も
に
数
が
少
な
く
、
日
本
で
は
、
鬼
城
山
城
の
み
、
韓
国

で
は
、
清
州
父
母
山
城
（
第
九
図
下
）
と
清
原
攘
城
山
城
で
確
認
で
き
る
。

（
２
）
排
水
口
の
規
模
と
形
状
に
つ
い
て

次
に
排
水
口
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
比
較
を
行
う
。
排
水
口
が
確
認
で
き
る

も
の
を
対
象
に
し
て
、
幅
と
高
さ
に
つ
い
て
の
比
率
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

計
測
値
は
、
調
査
報
告
書
や
基
肄
城
築
造
一
三
五
〇
年
実
行
委
員
会
二
〇
一
五

な
ど
を
参
考
に
し
た
。
計
測
値
が
未
掲
載
の
も
の
は
、
図
面
よ
り
計
測
を
行
っ

た
。
ま
た
、排
水
口
の
天
井
石
が
傾
き
、左
右
な
ど
で
高
さ
が
異
な
る
場
合
や
、

韓
国
に
お
い
て
台
形
を
呈
し
て
い
る
も
の
な
ど
は
、
最
大
値
を
採
用
し
た
。
対

象
資
料
の
う
ち
、
排
水
口
の
規
模
を
把
握
で
き
た
も
の
は
、
日
本
計
二
十
六
箇

所
、
韓
国
二
十
一
箇
所
、
計
四
十
七
箇
所
の
遺
構
で
あ
る
。
な
お
、
順
天
剣
丹

山
城
に
つ
い
て
は
、
取
水
口
の
数
値
を
参
考
値
と
し
た
。

比
較
結
果
は
第
八
図
の
よ
う
に
な
る
。
日
韓
に
お
い
て
、
明
確
な
差
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。
日
本
の
古
代
山
城
で
は
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
基
肄
城
跡
の
排
水
口
は
、
日
韓
に
お
い
て
も
最
大

規
模
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
韓
国
の
山
城
で
は
、
約
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
四
方
以
下
と
、
約
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
以
上
の
大
き
く
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
資
料
を

蓄
積
し
、
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

鞠
智
城
・
池
ノ
尾
門
跡
で
は
、
排
水
口
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
確

な
数
値
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
取
水
口
内
部
に
お
け
る
通
水

溝
の
規
模
が
約
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
で
あ
り
（
熊
本
県
教
育
委
員

会
二
〇
一
二
）、
こ
れ
が
排
水
口
ま
で
続
い
て
い
た
と
想
定
す
る
と
、
大
廻
小

廻
山
城
・
一
ノ
城
戸
の
排
水
口（
第
十
図
）に
近
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

排
水
口
の
形
状
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
正
方
形
、
も
し
く
は
長
方
形
の
み

が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
韓
国
で
は
、
そ
れ
ら
の
形
状
に
加
え
、
台
形
や
五
角

形
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
特
に
台
形
（
第
九
図
）
や
五
角
形
の
も
の
は
新
羅
特
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第８図　排水口の規模
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第９図　韓国における台形の排水口をもつ山城（1/100）

上：報恩三年山城（中原文化財研究院・報恩郡 2006 より一部改変・転載）

下：清州父母山城（中原文化財研究院・清州市 2008 より一部改変・転載）
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有
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
五
角
形
→
台
形
→
正
方
形
と
時
間
的
変
遷
を
た
ど
れ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
権
純
珍
二
〇
〇
五
）。

（
３
）
水
門
構
造
の
立
地
と
機
能
に
つ
い
て

日
韓
の
山
城
に
お
い
て
、
排
水
口
の
高
さ
を
中
心
と
し
て
、
水
門
構
造
の
立

地
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
類
別
化
が
可
能
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
水
門
構
造
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
今
回
の
分
析
を
通
し

て
、
把
握
で
き
た
も
の
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
Ａ
類
と
そ
の
立
地

排
水
口
が
石
垣
の
最
下
部
に
あ
る
も
の
（
Ａ
類
）
は
、
そ
の
石
垣
が
谷
部
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
古
代
山
城
に
最
も
多

く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
鞠
智
城
・
池
ノ
尾
門
跡
も
該
当
し
て
い
る
。
機
能

と
し
て
は
、
城
内
に
溜
ま
る
水
を
城
外
に
排
水
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
（
第
十
図
）。
こ
の
場
合
、
城
内
に
溜
ま
る
水
と
し
て
、
自
然

地
形
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
城
壁
を
築
く
に
あ

た
り
、谷
部
に
位
置
す
る
際
は
、自
然
に
流
れ
て
く
る
水
を
排
水
す
る
た
め
に
、

水
門
構
造
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
石
垣
を
構
築
す
る
過
程
で

排
水
す
る
た
め
に
設
置
し
た
、
も
し
く
は
、
石
垣
構
築
後
の
排
水
を
想
定
し
て

設
置
し
た
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し

か
し
、
現
状
で
は
、
各
山
城
が
前
述
の
２
つ
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
目
的
に
し
て

い
た
か
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
、
自
然
に
流
れ
て
く
る
水
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
状
況
を
み
る
と
、
雨

水
に
よ
り
溜
ま
る
も
の
と
、
河
川
の
よ
う
に
常
時
流
れ
て
く
る
も
の
に
分
け
ら

れ
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
基
肄
城
跡
の
排
水
口
の
規
模
が
か
な
り
大
き
い

おつぼ山神籠石第２水門（1/100）（武雄市 1965 より一部改変・転載）

大廻小廻山城跡　一の木戸石塁　通水溝断面図と排水口（1/100）
　　　（岡山市教育委員会 1989 より一部改変・転載）

第 10 図　排水溝が最下部にある（Ａ類）日本・古代山城（1/100）
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こ
と
は
、
常
時
流
れ
て
い
る
河
川
の
水
量
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
定
で
き
る
。

②
Ｂ
類
と
そ
の
立
地

排
水
口
が
石
垣
下
部
～
中
部
に
あ
る
も
の
（
Ｂ
類
）
に
は
、
谷
部
に
設
置
さ

れ
る
も
の
と
、
排
水
口
の
背
部
が
貯
水
遺
構
で
あ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
谷
部

に
設
置
さ
れ
た
Ｂ
類
の
う
ち
、
日
本
の
も
の
と
し
て
、
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
を
例

と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
一
図
）。
石
垣
中
部
よ
り
や
や
下
あ
た

り
に
排
水
口
を
一
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
排
水
口
の
床
面
の
先
端

が
舌
状
に
呈
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
形
状
は
、
既
に
亀
田
氏
に
よ
り
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
韓
国
の
山
城
で
も
確
認
で
き
る
（
亀
田
一
九
九
五
）。
韓

国
の
山
城
の
う
ち
、
忠
州
山
城
、
利
川
雪
峰
山
城
（
第
十
二
図
）
な
ど
で
も
、

こ
の
よ
う
な
排
水

口
の
床
面
が
舌
状

に
な
っ
て
い
る
も

の
が
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
御
所
ヶ

谷
神
籠
石
の
排
水

口
は
、
設
置
さ

れ
て
い
る
石
垣
が

谷
部
に
位
置
し
て

い
る
。
日
本
の
古

代
山
城
の
大
部
分

が
谷
部
に
水
門
構

造
を
設
け
る
場
合

排水口

排水口

第 11 図　御所ヶ谷神籠石　中門石塁平面・立面・断面図（1/400）
（行橋市教育委員会 2006 より一部改変・転載）

第 12 図　利川雪峰山城　外壁立面・断面図（1/200）
（壇国大学校埋蔵文化財研究所・利川市 2006 より

一部改変・転載）
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第 13 図　排水口背部に貯水池や井戸をもつ韓国山城
第 13 図　排水口背部に貯水池や井戸をもつ韓国山城
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は
、
最
下
部
に
排
水
口
を
設
け
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
石
垣
中
部
付
近
に
排

水
口
を
設
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
想
像
の
域
を
脱
し
な
い
が
、も
し
か
す
る
と
、

石
垣
を
構
築
す
る
地
山
の
強
度
が
強
く
な
く
、
あ
え
て
数
段
の
石
垣
を
設
け
る

こ
と
で
床
面
の
強
度
を
補
強
さ
せ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
Ｂ
類
の
う
ち
、
日
本
の
古
代
山
城
で
、
複
数
排
水
口
を
も
つ
も
の

と
し
て
、
基
肄
城
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
の
石
垣
保
存
修
理
事
業
に
お
け
る
石

垣
積
み
直
し
の
際
に
、
新
た
な
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同

じ
石
垣
上
に
複
数
の
排
水
口
が
石
垣
下
部
～
中
部
に
あ
る
も
の
の
類
例
を
韓
国

の
山
城
に
求
め
る
と
、
忠
州
山
城
や
順
天
剣
丹
山
城
な
ど
の
よ
う
に
、
水
門
構

造
の
背
部
が
貯
水
池
や
井
戸
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
（
第
十
三
図
）。

こ
の
こ
と
よ
り
、
あ
え
て
石
垣
の
中
部
に
排
水
口
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

貯
水
の
調
整
を
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
先
述
し
た

基
肄
城
の
背
部
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

③
Ｃ
類
と
そ
の
立
地

Ｃ
類
は
、
現
状
で
は
、
日
韓
と
も
少
な
い
た
め
、
詳
細
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
類
例
を
み
る
と
お

そ
ら
く
、
城
内
か
ら
の
水
を
排
出
さ
れ
る
た
め
の
も
と
考
え
ら
れ
る
。

四
．
鞠
智
城
・
池
ノ
門
尾
跡
の
水
門
構
造
の
特
徴

こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
を
も
と
に
、
日
韓
に
お
け
る
山
城
と
鞠
智
城
の
水
門

構
造
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
特
徴
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
。

鞠
智
城
の
水
門
構
造
は
谷
部
に
立
地
し
て
お
り
、
設
け
ら
れ
た
排
水
口
は
、

最
下
部
に
位
置
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
日
本

の
古
代
山
城
で
は
大
半
を
占
め
て
い
る
。
排
水
口
の
規
模
に
つ
い
て
、
鞠
智
城

で
は
未
検
出
で
あ
り
、
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
取
水
口
の
大
き

さ
が
約
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
で
あ
り
、
そ
れ
が
排
水
口
ま
で
続
い
て
い

た
と
想
定
す
る
と
、
日
韓
山
城
に
お
い
て
は
、
や
や
大
型
の
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
排
水
口
の
形
状
は
、
取
水
口
の
形
状
や
通
水
溝
の
残
存
状
況
な
ど
か

ら
察
す
る
と
、
正
方
形
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
も
、
日
韓
古
代
山
城
に
お
い
て
、
類
例
が
多
く
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

一
方
、
鞠
智
城
の
水
門
構
造
の
特
徴
的
な
構
造
と
し
て
は
、
導
水
溝
付
近
の

い
わ
ゆ
る
「
池
状
落
ち
込
み
遺
構
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
第
三
図

下
）。「
池
状
落
ち
込
み
遺
構
」
は
、
導
水
溝
や
排
水
溝
の
南
西
側
か
ら
南
東
方

向
に
向
か
っ
て
広
が
り
、未
調
査
区
に
ま
で
続
い
て
い
る
。
遺
構
の
下
層
に
は
、

礫
石
と
と
も
に
水
性
粘
土
が
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
堆
積
し
て
お
り
、
あ
る

時
期
に
水
の
滞
留
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
熊
本
県
教
育
委
員
会

二
〇
一
二
）。
お
そ
ら
く
、
導
水
溝
に
入
っ
て
い
く
水
の
調
整
を
図
っ
て
い
た

第 14 図　鹿毛馬神籠石　第１暗渠実測図（1/200）
（頴田町教育委員会 1984 より転載）
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
唐
原
山
城
や
鹿
毛
馬
神
籠
石
な

ど
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
第
十
四
図
）。
さ
ら
に
は
、
こ
の
二
つ
の
山
城
と

鞠
智
城
の
水
門
構
造
で
は
、
通
水
溝
が
暗
渠
状
で
あ
る
と
い
う
点
も
共
通
し
て

い
る
。
今
後
、
他
の
要
素
も
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
類
似
性
を
把

握
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

五
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
韓
の
古
代
山
城
を
対
象
と
し
て
、
水
門
構
造
に
つ
い
て
、
比

較
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
上
、
鞠
智
城
の
特
徴
の
把
握
を
試
み
た
。

日
韓
の
古
代
山
城
を
比
較
し
た
結
果
を
整
理
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。排

水
口
の
高
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
差
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
排
水
口
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
日
韓
で
は
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
た
だ
、
日
本
の
古
代
山
城
で
は
様
々
な
も
の
が
確
認
で
き
る
こ
と
に

対
し
、
韓
国
の
山
城
の
も
の
は
、
大
き
く
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
排
水
口
の
形
状
は
、
日
本
で
は
四
角
形
の
も
の
の
み
見
ら
れ
る

が
、
韓
国
で
は
、
四
角
形
に
加
え
、
台
形
や
五
角
形
の
も
の
も
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、
排
水
口
の
高
さ
の
水
門
構
造
の
立
地
の
関
係
を
み
る
と
、
お
お
き
く

３
つ
の
類
別
に
分
か
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
上
で
、
鞠
智
城
の
水
門
構
造
を
み
る
と
、
排
水
口
の
高
さ
、
形
状
、
立

地
な
ど
は
、
日
本
の
古
代
山
城
の
多
数
を
占
め
る
特
徴
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
た
だ
し
、導
水
溝
手
前
に
位
置
す
る
「
池
状
落
ち
込
み
遺
構
」
は
、

日
本
の
山
城
で
も
少
数
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

日
韓
古
代
山
城
の
水
門
構
造
の
検
討
を
通
し
て
把
握
で
き
た
共
通
点
や
差
異

は
、
各
山
城
に
お
い
て
、
水
を
利
用
、
も
し
く
は
処
理
す
る
た
め
に
、
各
々
の

地
形
や
集
水
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
当
時
の
人
々
が
工
夫
し
て
望
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
野
城
跡
で
は
、「
盲
水
門
」
方
式
と
い
う
排
水
方

法
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
山
城
を
運
営
・
維
持
す
る
に
あ
た
り
、
水
門
構
造
以

外
の
工
夫
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
資
料
を
蓄
積
す
る
と
と
も

に
、
時
間
的
変
遷
も
加
味
し
な
が
ら
、

よ
り
複
合
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
日
韓
に
お
け
る
古
代
山

城
の
様
相
や
、
当
時
の
人
々
の
姿
を
少

し
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。

註（
一
）「
水
門
構
造
」
と
い
う
用
語
の
整
理
に
つ

い
て
行
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を

み
る
と
、
古
代
山
城
の
取
水
や
排
水
な
ど

の
機
能
を
も
つ
遺
構
に
対
し
て
、
水
門
、

水
口
、
通
水
溝
な
ど
、
様
々
な
呼
称
が
な

さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

本
稿
で
い
う「
水
門
構
造
」は
、便
宜
上
、

第
十
五
図
の
よ
う
に
整
理
し
、
呼
称
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
水
を
出
す
部
分
を
「
排

水
口
」（
一
般
的
に
水
口
、
水
門
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
る
）、水
を
引
き
入
れ
る
部
分
を「
取

水
口
」
と
し
、
そ
れ
に
付
随
す
る
、
取
水

口
と
排
水
口
の
間
の
部
分
を
「
通
水
溝
」

通水溝

取水口排水口
（水口、水門など）

導水溝

第 15 図　水門構造概念図
（原図は、基肄城水門跡。基山町教育委員会2011より転載）
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（
排
水
溝
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
）、
取
水
口
に
つ
な
が
る
部
分
を
「
導
水
溝
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
す
る
。
な
お
、今
後
、調
査
や
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ら
の
名
称
は
、

随
時
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
し
て
お
く
。
な
お
、
大
野
城
跡
な
ど

で
発
見
さ
れ
て
い
る
「
盲
水
門
」
方
式
（
福
岡
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
〇
）
に
つ
い
て
、

今
回
の
水
門
構
造
に
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
二
）
韓
国
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
管
見
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
水
門
構
造

を
も
つ
山
城
を
こ
の
ほ
か
に
複
数
箇
所
把
握
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
資
料

を
入
手
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
水
門
構
造
を
も
つ
山
城
を
全
て
網
羅

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
対
象
資
料
の
蓄
積
を
行
っ
て
い
く
。

（
三
）
一
部
、
排
水
口
の
残
存
状
況
が
よ
く
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
報
告
書
等
を
参
考
し

て
分
類
可
能
な
も
の
は
、
対
象
資
料
に
含
む
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
Ａ
類
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
分
類
で
は
、
排
水
口
が
石
垣
最
下
部
の
あ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
排

水
口
や
通
水
溝
の
床
面
が
、
地
山
直
上
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
床
石
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
今
後
、
細
分

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
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